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問 

　

昨
年
10
月
、
津
波
避
難
計

画
策
定
を
推
進
す
る
た
め
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
た
め
、

消
防
庁
が
モ
デ
ル
地
区
を
選
ん

で
住
民
を
交
え
て
計
画
を
策
定

し
、そ
の
結
果
や
過
程
を
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
盛
り
込
ん
で
全
国
に
推

進
す
る
予
定
で
、
モ
デ
ル
地

区
に
弥
富
市
が
選
ば
れ
て
い
る

と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

⑴　

消
防
庁
か
ら
選
ば
れ
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ【

】を
実
践

し
た
が
、
防
災
計
画
等
に
成
果

は
あ
っ
た
の
か
。

　

数
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
議
論
し
な
が
ら
、
何
か
を
学

び
合
っ
た
り
つ
く
り
出
し
た
り
す
る
作

業
ス
タ
イ
ル
の
こ
と
。

⑵　
参
加
で
き
な
か
っ
た
自
治

会
に
対
し
報
告
す
る
機
会
は
あ

る
の
か
。

⑶　
自
分
の
住
む
地
域
に
起
こ

り
得
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
を

よ
り
具
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
訓
練（
災
害
頭
上
訓
練

（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）【

】は
、
ま
だ
ま

だ
一
般
に
浸
透
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
各
自
主
防
災
会
に
紹
介
す

る
手
だ
て
は
な
い
か
。

　
平
成
９
年
に
三
重
県
で
生

ま
れ
た
。

　

防
災
研
究
者
の
小
村
隆
史
氏
が
、

自
衛
隊
が
行
っ
て
い
る
指
揮
所
演
習

な
ど
を
参
考
に
し
、
地
図
と
透
明

シ
ー
ト
を
用
い
て
書
き
込
み
を
加
え
な

が
ら
行
う
方
法
で
、「
掘
り
起
こ
す
」

「
探
求
す
る
」「
理
解
す
る
」
と
い
う

意
味
の
英
単
語
「
d
i
g
」
に
、
災

害
「
d
i
s
a
s
t
e
r
」、
想
像

力
「
i
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
」、

ゲ
ー
ム
「
g
a
m
e
」
を
重
ね
た
も
の

で
す
。
ゲ
ー
ム
を
通
じ
、
災
害
の
被
害

や
対
策
を
想
像
す
る
こ
と
で
防
災
意

識
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
を
探
求
し
、

災
害
を
理
解
し
て
い
く
も
の
。

⑷　
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被

害
、
台
風
に
よ
る
高
潮
被
害
な

ど
の
風
水
害
の
危
険
性
、ま
た
、

大
地
震
で
も
津
波
の
心
配
が
な

い
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
状
況
に
応
じ
、
避
難
す

る
場
所
や
経
路
も
異
な
る
中
、

市
の
考
え
は
。

⑸　
現
状
の
小
・
中
学
校
の
災

害
時
避
難
訓
練
の
状
況
並
び
に

東
日
本
大
震
災
以
降
の
訓
練
内

容
の
変
更
点
は
あ
る
の
か
。

⑹　

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
避

難
訓
練
が
よ
り
必
要
だ
と
考
え

る
中
、
小
・
中
学
校
と
地
元
地

域
と
の
防
災
連
携
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

   

答 

防
災
安
全
課
長

⑴　

津
波
避
難
対
策
推
進
マ
ニュ

ア
ル
検
討
会
報
告
書
に
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、
内
容
は
、
弥
富

市
に
お
け
る
具
体
的
な
計
画
策

自
主
防
災
会
及
び
小
中
学
校
の

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

定
で
は
な
く
、
避
難
計
画
の
策

定
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

⑵　

自
主
防
災
団
体
な
ど
へ
の

周
知
は
、
現
段
階
で
は
行
っ
て
い

な
い
が
、今
後
周
知
を
し
て
い
く
。

⑶　

23
年
度
よ
り
、
県
の
補
助

事
業
に
、
み
ず
か
ら
守
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
事
業
が
あ
り
、
地
域
の
浸

水
し
や
す
い
場
所
の
把
握
を
実

際
に
歩
く
と
い
う
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
を
行
い
、
災
害
状
況
に
応
じ

た
地
域
ご
と
の
避
難
経
路
の
策

定
を
進
め
る
も
の
で
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓

練
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
事
業
を
通
じ
広
げ
て
い
く
。

⑷　

風
水
害
は
、
発
生
が
予
測

で
き
、
早
目
の
避
難
が
可
能
だ

が
、
地
震
は
早
目
の
避
難
も
で

き
な
い
。
ま
た
、
避
難
す
る
場

所
も
、
風
水
害
は
室
内
、
地
震

は
広
い
屋
外
で
あ
る
。
市
で
は
、

全
体
で
総
括
し
て
個
々
の
避
難

経
路
を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
て
お
り
、
各
自
主
防

災
会
単
位
で
の
計
画
策
定
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
市
は
、
協
力

体
制
を
と
っ
て
い
く
。

政
風
会

 
三
浦 

義
光 

議
員

   

答 

教
育
部
長

⑸　

震
災
前
は
、
小
・
中
学
校

で
は
火
災
や
地
震
に
対
す
る
避

難
訓
練
を
行
っ
て
い
た
。
震
災
後

は
、
津
波
・
高
潮
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
す
る
よ
う
に

変
更
し
た
。
特
に
十
四
山
東
部
・

西
部
小
学
校
は
、
十
四
山
支
所

や
近
く
に
あ
る
県
立
海
翔
高
校

へ
避
難
す
る
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
保
護
者
に
よ
る
引
き

取
り
訓
練
は
、
メ
ー
ル
等
を
活
用

し
、
よ
り
迅
速
に
引
き
渡
し
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
学
校
で
行
わ

れ
て
い
た
が
、
十
四
山
支
所
等
で

も
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

   

答 

防
災
安
全
課
長

⑹　

８
月
20
日
、
十
四
山
中

学
校
避
難
行
動
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
学
校
か
ら
地
域
の
方
々
へ
協

力
要
請
を
行
い
、
十
四
山
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
が
賛

同
し
、
当
日
は
地
区
住
民
も
参

加
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
参
考
に
し
て
い
く
。

自
主
防
災
会
と
協
力

体
制
を
と
っ
て
い
く




